
「高度化」を見据えた特定課題や、新しいアイデア

を試行できる実験課題などもこのような枠の中で消

化できないか、との積極的な意見が提示されたこと

は、今回のSG拡大世話人会の一つの成果であった

と思っています。

松井　純爾　MATSUI  Junji
姫路工業大学　理学部　物質科学科　教授
〒678-1297 兵庫県佐用郡三日月町光都3-2-1
TEL：0791-58-0233 FAX：0791-58-0236
e-mail：matsui@sci.himeji-tech.ac.jp
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談話室・ユーザー便り

7月28日午前に先端科学技術支援センターにおい

てSPring-8利用者懇談会主催の拡大世話人会が開催

された。議題は「SG世話人の役割について」、およ

び「SG報告書について」ということで、ほとんど

のSG（サブグループ）の世話人が集まった。私自

身は表面界面SGの世話人であるとともに、懇談会

の利用幹事ということで会合の進行役も一部務めな

がらの参加であった。現在何が問題になっているの

かとともに会合の雰囲気を伝えて欲しいとのことで

執筆依頼を受けた。

会合は、最初に上坪所長からSPring-8の運営や利

用に関して全般的なことでの要望や問題提起がなさ

れた。次いで松井懇談会会長からSG世話人の役割

について議論して欲しい問題点の説明があった。そ

の後会合は自由討論の形で進められた。

今回の会合の主旨は、少なくとも現状のままでは

SGには問題点のあることを理解して頂き、今後の

活動の在り方を討論して頂くことであった。SGは、

これまで共用ビームラインの提案、建設、立ち上げ

グループとしての存在意義があったが、供用開始と

ともにSGによって事情が変わってきた。ビームラ

インがすでに立ち上がりユーザーモードになってい

るSG、立ち上げ中のSG、これから建設予定のSGな

ど、SGによって事情は様々である。さらに21本目

以降の10本の共用ビームラインの建設も順次進めら

れようとしている。

施設側からユーザーを見ると1つの接点としてSG

があるわけであるが、SGに何かを求めようとする

と以上のようにSGによって状況が異なり、当然SG

の対応もまちまちになってくる。最近の具体的な事

例としては、施設側の年次報告書の作成やSPring-8

シンポジウムにおいて、各ビームラインの現状報告

や成果報告を行う際に、SGの世話人に対してどの

ような形で何を協力してもらえるのか、という問題

が生じてくる。たとえば、ユーザーモードに入り、

多くのユーザーが利用しはじめているビームライン

では、世話人に成果のまとめ役を求めることは負担

が大きくなりすぎている。一方では施設側にしても

現状のスタッフでは対応できる範囲にも限りあると

いうことになる。

ビームラインの運用についてもSGの関わりはさ

まざまであろう。ユーザーモードになったビームラ

インについては、装置の維持管理については基本的

には施設側が責任をもつにしても、ユーザーグルー

プが何らかの関わりをもっていくことは必要であろ

う。とくに、ビームラインを高度化するにあたって

は、中心になるユーザーグループは不可欠であり、

今の形態とは変わるかもしれないがSGが必要であ

ろうという意見がでるのも当然である。

課題採択の方法やビームタイムの配分方法につい

ても議論がなされた。SGが中心になって立ち上げ

たビームラインにおいても、これまではいわゆる立

ち上げ期間と称するものが公式には認められておら

ず、申請して採択された課題の枠の中で立ち上げも

行うのが実状であった。ほとんどのビームラインは

いくつかのSGが相乗りしており、ビームタイムが

絶対的に少ない上に細切れになる傾向にあった。あ

る程度はビームタイムを配慮してもらえていたかも

拡大世話人会に出席して

東京大学　物性研究所

高橋　敏男



しれないが、装置の性能を出すのに必要以上に時間

がかかり、研究成果に直結するような実験にさくこ

とのできるビームタイムは実質的に少なくなり、特

筆すべき成果を出しにくい状況になっていた。ユー

ザー側のみならず施設側にもフラストレーションの

たまる状況になっていたようである。この点は、こ

の秋のビームタイム配分では考慮されているとのこ

とである。

上坪所長からも共同利用方式を多様化して、分野

による特徴を生かしたり、ある程度メリハリをつけ

た利用形態をとりたい旨の説明があった。たとえば、

特定課題制度を設け、ある基準を満たした課題につ

いては重点的にビームタイムを配分する予定である

とのことである。また、R&Dビームラインの位置

づけおよび利用方法、産業界利用の促進などについ

ても基本的な考え方を示された。

施設側からすると成果の集約を誰がどのような形

でするのかという問題もあるが、この点については

十分議論する時間がなかった。少なくとも、ユーザ

ーには論文発表したものについては積極的に登録手

続きをして欲しい旨の要望が所長からもなされた。

一方、利用者懇談会自身としてSPring-8の将来計

画に積極的に提言すべきであるとの意見も出され

た。SGの役割り同様に利用者懇談会そのものの役

割も問われているものと思われる。

高橋　敏男　TAKAHASHI  Toshio
東京大学　物性研究所　先端分光部門
〒106-8666 港区六本木7-22-1
TEL：03-3478-6811, ext.5621
FAX：03-3478-1619（直通） 03-3401-5169（事務室）
e-mail：ttaka@issp.u-tokyo.ac.jp
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拡大世話人会の出席者は、前日に開かれた

SPring-8懇親会にもご招待いただいた。7年前から

毎年、SPring-8関係者と地域との交流の場をかねて

行われているとのことで、初めて出席させていただ

いた私はその盛大さには面食らった感があった。バ

ーベキュー大会だったわけだがあいにくの雨で、半

分以上の人は食堂の中にいたが大変な混みようだっ

た。あらためてSPring-8という組織の大きさに驚か

されるとともに、地域との関係を大切にしている姿

勢を感じることができた。

さて、今回の拡大世話人会のテーマは「ユーザー

モードでのサブグループ及び世話人の役割」であっ

た。SPring-8で建設期を終えて利用実験期に入った

の多くのビームラインで、利用者懇談会のサブグル

ープや世話人の果たすべき役割は、当初のビームラ

インを提案してそれを建設し立ち上げるための集ま

りというのとは異なるはずだというのが発想の原点

である。

利用実験期におけるサブグループの役割としてま

ず挙げられたのは、ビームラインや実験ステーショ

ンの維持や高度化についてユーザーが話し合う場と

いうことである。ビームラインの維持管理は既に

SPring-8の職員の任務と認識されていると思う。し

かし、ビームライン及び実験ステーションのさらな

る改善や高度化についてはユーザーの要望で行われ

るべきであるし、どのように高度化するかについて

のユーザーの意見をまとめる必要はある。これにつ

いてはサブグループ毎に具体的な事情や程度の差は

あるものの、共通の認識であったように思われる。

もう一つ挙げられた可能性は、コミュニティの成

果をまとめる母体としての役割である。すなわち、

同じ手法を用いている研究者が1～2年に1度定期的

に集まって研究会などを開き、その分野のSPring-8

での成果を取りまとめることである。しかし一方で、

サブグループの労と果実
－研究の停滞を打破するために－

大阪大学大学院　基礎工学研究科
今田　真


